
こころの距離

◇ 大切なことは、コロナウイルスにかからないために大切な３つ＋１つのことを学ぶという
ことです。「一つ目マスクをしましょう。二つ目手洗いをしましょう。三つ目密にならな
いように人との距離のとり方を学びましょう。」ということです。
そして、一番大切なことは

でも、「人と人とのこころの距離は近くしましょう」ということです。
【稲野小 学校だよりNo.３ 林校長先生のことばから引用】

◇ ストレスをため込まないようにするためには、
家族以外の友人、親戚など社会的なつながりを維持することが大切である。

【西中 学校通信第５号 大西校長先生のことばから引用】

ソーシャルディスタンス（社会的な距離）ということばが毎日マスコミから流れてきます。感
染症を防ぐためには、必要な取り組みではありますが、エチケットとはいえ咳ひとつで人を社会
的に排除するような哀しい事象があり、フィジカルディスタンス（肉体的な距離）ということば
が推奨されたときもありました。

校長先生のお言葉は、ソーシャルコネクション（社会的なつながり）を大切に、学校生活を送
りましょうと、教育の根幹の部分を保護者や子供たちに訴えるものでした。

「こころの距離」が近づき、つながることができる「わがまち昆陽」でありたいものです。

○ 令和2年度定期総会の原案通り可決されました
書面表決という形の定期総会が終わりました。（6月28日）すべての議案は、過半数の

賛成をもって原案通り可決されました。ありがとうございました。
やっと令和2年度の昆陽自治会が動き始めます。
議決結果を回覧していますので、添付している議案書を参考にご覧ください。

新役員紹介 よろしくお願いします！
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